
そこへダブルパンチ！「ツボカビ」(※２) という両生類

（カエル、イモリ、サンショウウオ、オオサンショウウオ）

だけの病気が日本へやってきたのです。

しかもツボカビにかかってもウシガエルは死にません。

日本のカエルたちは死んでしまうかもしれません。

ツボカビはジメジメした場所なら生き続けます。

悲しいことになりませんように！ さあ、うたいましょう♪

では、カエルの話をしましょう。

むかし日本に「食べちゃろう！」と思って、

ウシガエルをヒトが連れてきました。

餌としてアメリカザリガニも一緒に連れてきました。

やがて日本のいたるところにすむようになりました。

大陸からやってきた生きものは日本という小さな島で

生きてきた生きものよりも強いのです。（ｶｴﾙにかぎらずね！）

むかしむかし日本という島ができました。

日本には山も川も田んぼも畑もあります。

たくさんの生きものや植物や文化がありました。

これは日本にしかいないかけがえのない宝です。

さあ！日本に昔からすんでいたカエルは大変です。

なんてたってウシガエルはザリガニを食べるのですから。

何でもたべてしまいます。

しかも、田んぼも減って川も汚れカエルたちのすみかは

うばわれていきました。

みんなで歌うことにより「日本の身近な生きもの代表♪カエル」に社会の関心がむいたらいいな！

幼い頃から身近な生きものと接して愛着をもってほしい！そのお手伝いが動物園スタッフにできたらと思います。

※２　ヤドクガエルの仲閒で発見され、南米・中米・オーストラリアで
　　　大絶滅を引き起こしている両生類のみがかかる病気。日本でも
　　　ペットの外国産カエルで確認され、野生のウシガエルでも確認
　　　されたが死なずに生き続けるため、日本に昔から住むカエルの
　　　絶滅が心配されている。ツボカビに汚染された水などが野外へ
　　　出たら、やっつけることはできない。おそろしい！

にほんのかえるのおはなし高知県のカエルについて

日本の中では、高知県は田んぼも多く川もきれいです。
１１種(※１)のカエルが棲んでいて、まだ絶滅したカエルはいません。
日本のカエルは稲作の文化と共に進化してきました。
８種は田んぼで、カジカガエルはきれいな川で、タゴガエルは山奥の沢で産卵します。

田んぼでカエルの合唱を聴いたことがありますか？
→田んぼで卵を産むために、オスが「ここで生もうよ」とメスを呼んでいます。
　時期は1月～８月でカエルにより違います。ニホンアカガエル＆ヤマアカガエル（1.2月）、
　ニホンヒキガエル（2月）、シュレーゲルアオガエル（3～5月）、ニホンアマガエル(3～6月）
　トノサマガエル（4～5月）、ヌマガエル(4～7月）、ツチガエル(6～8月）
　♪気温に左右されるので、地域により違います。
　
川でカジカガエルの美しい鳥のような鳴き声を聴いたことがありますか？
→オタマジャクシはきれいな川にある藻をたべます。高知県の多くの川で鳴き声をきくことが
　できるので、高知の川は全国的にはきれいです。土佐の宝。失ったら取り戻すことはできません。

モーモーと牛の様になくウシガエルの声を聞いたことがありますか？
→ウシガエルはアメリカ原産で食用として日本に連れてこられました。
　餌としてアメリカザリガニも連れてこられました。ウシガエルは日本中の汚い川や沼に
　棲んでいます。何でも食べてしまうので日本産のカエルと共存することはできません。
　ウシガエルも一生懸命生きているわけですが。連れてこなかったらよかったのにね。

　
カエルは歌も絵本も雑貨もたくさんある人気者です。
卵からオタマジャクシになり、手足が生え尾が無くなりカエルになる様子は感動に満ちあふれています。
是非、観察してみてほしいです。餌を与え陸をつくり、口のサイズに合わせて虫などを与えます。
飼育相談は当園でも承ります。

身近なカエルが昔話の世界になってしまわないように、
幼い頃から身近な生きものに親しみ、愛着を持ってもらうことがどれほど大切なことかと感じます。

※１　ニホンアマガエル、シュレーゲルアオガエル（シュレーゲル氏という外国人が研究したが
　　　昔から日本にいるカエル）、ヌマガエル、ツチガエル、（この２種はイボガエルです。）
　　　トノサマガエル、ニホンヒキガエル、ニホンアカガエル（高知県で最も絶滅の危険のある種）
　　　、ヤマアカガエル、カジカガエル、タゴガエル、ウシガエル

 

のいち動物公園

TEL0887(56)3500

替え歌作詞 ：高知県立のいち動物公園

歌 ：高知県　赤岡保育所　くま組　きりん組

ＨＰから
みんなの
うたごえが
きけるよ♪



 

  

かえるのうた －かえるを「つぼかび」からまもろう－

かえうた作詞 ：高知県立のいち動物公園

か
え
る
が
い
な
く
な
る
か
も

つ
ぼ
か
び 
が 
こ
わ
い
よ

け
ろ
け
ろ
け
ろ
け
ろ

ひ
と
に
は
う
つ
ら
な
い
よ

か
え
る
が
い
な
く
な
�
た
ら

ぼ
く
た
ち
は
さ
み
し
い
な

け
ろ
け
ろ
け
ろ
け
ろ

な
き
ご
え
も
き
こ
え
な
い
よ

か
え
る
を
ま
も
ろ
う
よ

み
ん
な
で
ま
も
ろ
う
よ

け
ろ
け
ろ
け
ろ
け
ろ

け
ろ
け
ろ
け
ろ
け
ろ 

く
わ
く
わ
く
わ

か
え
る
の
う
た
が

き
こ
え
て
く
る
よ

け
ろ
け
ろ
け
ろ
け
ろ

け
ろ
け
ろ
け
ろ
け
ろ 

く
わ
く
わ
く
わ

にほんひきがえる
とのさまがえる

あまがえる

（きいろをもっていない）
しゅれーげるあおがえる

かじかがえる


